
第３回
しばた地域入退院連携ガイド

研修会
入退院支援の「つなぎ漏れ」をなくす
～相談事例から考える、病院と地域の情報共有
「必要な人に、必要な時に届く」連携へ～

「しばた地域入退院連携ガイド」を基盤に、関係機関・職種が共通理解を深め、
統一された支援と情報共有により連携の質を高めつつ、切れ目ない支援の実現

とガイドの実効性向上を図り、地域全体で入退院支援を推進する。

「入退院連携ガイド」とは、地域と病院における切れ目のない連携を目指し、生活状況を
知るケアマネジャー等と、病院スタッフに焦点を当て、双方がどのようなプロセスで支援し
ているのかをまとめたものです。

目的

令和８年１１月１８日 午後１時３０分～午後３時（開場：午後１時）

下越総合健康開発センター 大講堂（新発田市本町4-16-83）

現地開催とZoomを用いたライブ配信のハイブリッド開催

新発田地域の医療介護関係者 会場30名、Zoom90台
（先着順）

日時 水

会場

開催方法

対象

プログラム

お問い合わせ

13:00 13:30 15:00

診療報酬改定に
伴うガイドの改訂
についての説明

→ → →
事例検討
・
発表

→
13:35 13:45

閉会開会受付

参加申込
参加申込用紙に必要事項をご記入の上、FAXまたはメールにて
11月４日（水）までにお申し込みください。Zoomにてご参加の方は、
１端末２名までとしてください。定員が超過した場合、１施設で複数名お申込み
の施設には、参加人数を調整いただく場合があります。

その他
・駐車場はカルチャーセンター前の大駐車場をご利用ください。
・Zoomでのご参加の方は、研修会前日までにミーティングID、研修資料が届かな
い場合はお手数ですが、しばた地域医療介護連携センターまでご連絡ください。
・欠席の場合は、早めにご連絡をお願いします。

しばた地域医療介護連携センター 電話：0254-20-8577 担当：平野・辻

※プログラム内容・時間は変更になる場合があります。
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